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あとがき 悲しむべき、大きな鵬力であることにかわりはあ

りません。環境をより良いものにしようとする鰯

境教育はこうしたテロや戦争の暴力とは到底相容

れないものであり，平和を求める教育でもありま

す。環境をとおして，世界の平和や人権，公正を

もINi境Iikrrは学ぶことができるであろうと考えます。

環境を軸にしてどれだけのことが展開できるの

かなど，いろいろな分野での教育活jlMlについての

續災委員長渡辺隆一

昨年末、前会長の沼、真氏が急逝きれました。

戦後の早い時期から生態学を坐礁にして，Ｉ÷I然保

護や環境紋育のIli要性を唱えられ、本学会の設立

にあたって初代会長をお引き受けいただきました。

また、学会運営においても指針を示されて、その

後の本会発展の大きな支柱となられました。本当

に長いlIIjありがとうございました。心よ')のご冥

福をお祈り申し上げます。

編集霧rl長をﾘlき受けて半年，それがいかにｌｋｌ

難でかつ飛責か身にしみてわか')ました。若い【１＄

の苦労はかってでもしろと言われますが.・・・ ｡

改めて歴代の糧災委口金の皆様のご尽力に感謝し、

私なりに碓善の努力を続ける覚悟です。今後とも、

投稿いただく会貝の皆様の一刑のご協力をお願い

いたします。

本誌に投稿された論文は普皿２名の通読者によっ

て評価され，その上で縄築委貝によって判定がな

されます。しかし，薪渚に再々度の修正を求める

ことも多く，掲戦までに１年以上かかることもあ

ります。こうした関係者IMIの逆絡には今のところ

全て往復に速達郵便がlliわれており，インターネッ

トの時代だというのにjn倍のためにかなI)な費川

とIMF11Hが要求されます。私も古いなと思いますが、

学会誌の褐樂にはやはI)慎正な審盗と修正がどう

しても必要であり，こうした時iujがかかります。

これ以外にも綱jlLに関して改普すべき点を多々感

じるのですがいずれも砿年の課題であI〕，今後と

も努力してゆきたいと思います。

環境教育と「米国におけるテロリド件」との関係

についても－首触れたい。地球や地域の環境は現

実の世界や世1111の糠避と密接に間通しており，私

たちや子ども進はその環境の中で禅らし、生きて

います。環境教ｆｒとは，そうした実際の生活の環

境を学び，考え，より良いものとして主体的に創

造しようとする紋育活勅であり，それは世界の現

実を学ぶことでもあります。今回の米国へのテロ

も米国によるアフガニスタンへの報復戦争も共に

投稿も期待しております。
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